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一「ｱビｽﾀ」
日午後3時開館

鱈碧
」
樫

眉剣
｢一

一。－

＆

蕊手羽鯛ﾛ
目

一軍画：．

生涯学習センター「アビスタ」が4月1日午後3時、

手賀沼公園の隣に開館します。アビスタは、建物の設計

や施設の運営について市民の皆さんの声を取り入れた施

設です。今号では施設の概要と、開館を記念して行われ

るイベントについてお知らせします。
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一

日
仏
一

｛

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
「
ア
ビ
ス
タ
」

は
、
市
民
図
書
館
と
我
孫
子
地
区
公

民
館
を
複
合
化
し
た
施
設
で
す
。
二

つ
を
結
ぶ
空
間
「
ス
ト
リ
ー
ト
」
に

は
、
情
報
カ
ウ
ン
タ
ー
や
展
示
ス
ペ

ー
ス
を
備
え
て
い
ま
す
。
〈
２
面
に

平
面
図
を
掲
載
）

■

蔵
書
は
約
４
万
冊
増
や
し
、
喧
万

冊
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

窓
を
大
き
く
取
り
、
白
と
ク
リ
ー

ム
色
を
基
調
と
し
た
館
内
で
、
ゆ
っ

た
り
と
落
ち
着
い
て
本
を
探
し
、
学

習
で
き
ま
す
。
ま
た
、
平
日
は
午
後

８
時
ま
で
開
館
し
ま
す
。

「
本
の
案
内
」
箒
「
し
ら
べ
も
の
窓
口
」

カ
ウ
ン
タ
ー

読
み
た
い
本
の
場
所
を
案
内
し
た

り
、
調
べ
も
の
の
お
手
伝
い
を
す
る

専
門
の
カ
ウ
ン
タ
ー
で
す
。

ｍ
代
の
若
者
が
楽
し
め
る
、
手
に

取
り
や
す
い
本
を
充
実
き
せ
て
い
ま

す
。 テ

ィ
ー
ン
ズ
コ
ー
ナ
ー

函
鴎
皇
畠

q

ミ
ッ
フ
イ
ｉ
タ
イ
ム
（
お
は
な
し
会
）

…
３
歳
ま
で
の
お
子
ざ
ん
と
保
護
者

が
一
緒
に
楽
し
め
る
お
は
な
し
会
を
、

児
童
普
フ
ロ
ア
に
あ
る
「
お
は
な
し

の
へ
や
」
で
第
２
．
４
木
曜
日
に
行

い
ま
す
。

Ｃ
Ｄ
ｌ
Ｒ
Ｏ
Ｍ
の
サ
ー
ビ
ス
：
．
Ｃ
Ｄ

ｌ
Ｒ
Ｏ
Ｍ
を
検
索
・
閲
覧
で
き
る
端

末
機
器
が
３
台
あ
り
ま
す
。

宅
配
サ
ー
ビ
ス
・
・
・
図
番
館
に
来
る
こ

と
が
で
き
な
い
身
体
が
不
自
由
な
方

蕊
し
し
ら
べ
も
の
窓
口

ま
ち
づ
く
り
・

郷
土
コ
ー
ナ
ー

全
国
の
ま
ち

づ
く
り
資
料
や
、

手
賀
沼
・
我
孫

子
の
歴
史
資
料

な
ど
の
メ
イ
ン

コ
ー
ナ
ー
で
す
。

赤
ち
ゃ
ん
向
け

絵
本
コ
ー
ナ
ー

０
～
２
歳
く

ら
い
の
赤
ち
ゃ

ん
向
け
の
絵
本

を
そ
ろ
え
て
い

ま
す
。

R

~一ニミヨ

ァ
1

へ
、
本
や
Ｃ
Ｄ
を
宅
配
し
ま
す
。

耳
の
不
自
由
な
方
へ
の
サ
ー
ビ
ス
、
：

フ
ァ
ク
ス
で
の
リ
ク
エ
ス
ト
を
受
け

ま
す
。

目
の
不
自
由
な
方
へ
の
サ
ー
ビ
ス
…

対
面
朗
読
サ
ー
ビ
ス
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
リ
ク
エ
ス
ト
き
れ
た
点
字
図

書
の
取
り
寄
せ
な
ど
、
専
門
図
書
館

と
の
連
携
を
強
化
し
ま
す
。

圖
市
民
図
書
館
垂
７
１
８
４
１
１

１
６
５
（
３
月
幻
日
ま
で
。
４
月
１

日
か
ら
壷
７
１
８
４
１
１
１
１
０
）

公
民
館
で
は
、
さ
ら
に
楽
し
く
、

よ
り
時
代
に
対
応
し
た
講
座
な
ど
を

用
意
し
ま
す
。

ま
た
、
４
月
か
ら
の
学
校
完
全
週

５
日
制
に
伴
い
、
子
ど
も
た
ち
が
楽

し
く
交
流
で
き
る
場
を
作
り
ま
す
。

Ⅱ
２
面
に
続
く
Ⅱ
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生涯学習センター「アビスタ」

だ
れ

「
ア
ビ
ス
タ
」
は
、
誰
に
も
使

い
や
す
く
、
手
賀
沼
景
観
に
も
マ

ッ
チ
し
、
質
の
高
い
施
設
に
な
っ

た
と
言
え
ま
す
。

〈
公
民
館
で
の
講
演
会
の
後
、

興
味
を
持
っ
た
と
こ
ろ
を
す
ぐ
図

書
館
で
調
べ
る
〉
〈
図
書
館
に
本

を
探
し
に
来
た
つ
い
で
に
公
民
館

の
活
動
の
様
子
を
ち
ょ
っ
と
の
ぞ

い
て
、
そ
れ
を
き
っ
か
け
に
サ
ー

ク
ル
活
動
に
参
加
す
る
〉
な
ど
、

相
互
に
乗
り
入
れ
て
、
複
合
施
設

の
良
さ
を
生
か
し
て
い
け
た
ら
と

オープニング

フェスティJ(ル

一
日
ゆ
っ
く
り
楽
し
ん
で

市
長
褐
彪
御
浩
弘
〃

所在地：若松26-4

電話番号：7182-0515（インフォメーション）

7182-0511（我孫子地区公民館）

7184-1110（市民図書館）

交通：我孫子駅南口下車徒歩10分

我孫子駅南口から市役所経由

のバスで「手賀沼公園」下車

徒歩1分

楽しく学ぼう

さつまびわ

開館初日の薩摩琵琶演奏会

(予約制．20日締め切り、詳

細は広報あびこ3月1日号参

照）を皮切りに、多彩なイベ

ントが繰り広げられます。皆

さんぜひお越しください。

(3面参照）

思
っ
て
い
ま
す
。

要
望
の
強
か
っ
た
図
書
館
の
夜

間
開
館
も
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
建
物
は
、
バ
リ
ア
フ

リ
ー
や
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
配
慮
し

て
い
ま
す
。

手
賀
沼
公
園
と
合
わ
せ
て
、
休

日
に
は
一
日
ゆ
っ
く
り
と
楽
し
ん

で
す
ご
し
て
い
た
だ
け
る
場
に
な

り
ま
し
た
。
学
校
完
全
週
５
日
制

が
始
ま
る
中
で
、
と
く
に
子
ど
も

た
ち
の
利
用
も
期
待
し
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
ぜ
ひ
お
い
で
く
だ
さ
い
。I
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手賀沼公園●○生涯学習センター ’
1

「アビスタ」 手賀沼
ノ

－

田 線みんなの力で もっと 便利 成に



(2)おび ↓
》 2002.3.16

第1065号
ぽ

ホ
ー
ル

グ
ラ
ン
ド
ピ
ア
ノ
や
可
動
式
の
舞

台
が
あ
り
ま
す
。
照
明
・
音
響
設
備

も
あ
り
、
講
演
会
や
発
表
会
に
も
使

用
で
き
ま
す
。
軽
ス
ポ
ー
ツ
も
可
能

で
す
。音

響
効
果
に
配

慮
し
た
丸
み
を
帯

び
た
天
井
が
特
徴

で
す
。
グ
ラ
ン
ド

ピ
ア
ノ
や
音
響
設

備
が
あ
り
、
音
楽

発
表
会
な
ど
に
使

用
で
き
ま
す
。

ま
た
、
壁
面
に

ミ
ニ
ホ
ー
ル

一口一一一－－－－－－－

生涯学習センター「アビスタ」

日/･･･エレベーター

｢1層1 一
一

ホール
喫茶
ｺー ﾅー ビス夕全景
難儀
工堂
工作蔓

▲アＩ
Ｉ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ⅱ
Ｉ
一

〆
一般図書読書室

調理室調理室

工
芸
エ
作
室

流
し
台
、
工
作
台
、
工
作
用
具
が

あ
り
ま
す
。
絵
画
、
陶
芸
、
彫
刻
な

ど
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

か
ま窯
室工

作
室
の
隣
に
陶
芸
窯
１
基
、
七

宝
窯
２
基
を
倣
え
ま
し
た
。

アマ‐ｰンフーージ蚕一ノ は
鏡
と
バ
ー
を
備
え
、
舞
踊
や
ダ
ン

ス
な
ど
の
練
習
に
も
最
適
で
す
。

入
つ一

口
、 寺

ｰ一

庫 Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ

Eヨ

まちづくり･郷土
コーナー 妾

読書室

学習情報
コーナー

吹き抜け

第1学習室
社会教育
指導員宮

和
室炉

や
水
屋
が
あ
り
ま
す
。
お
茶
や

生
け
花
、
着
付
け
の
学
習
な
ど
に
ご

利
用
く
だ
き
い
。

日／

鵜|魏引
オープン
スペース u_u遡野|薑雛

瀧

トイレ||倉庫
託児室
第
学
第3
学習室
第4
学習室
第5
単醗

2

習

ご－
、一

ホール1

テラス屋上緑地
7

調
理
室

調
理
実
習
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

ち
ょ
っ
と
豪
華
な
食
事
台
も
あ
り
ま

す
。

各
学
習
室

パ
ソ
コ
ン
の
配
線
が
し
て
あ
る
部

屋
、
流
し
台
の
あ
る
部
屋
、
ピ
ア
ノ
、

カ
ラ
オ
ケ
セ
ッ
ト
の
あ
る
部
屋
が
あ

り
ま
す
。
学
習
内
容
に
応
じ
て
、
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

す
べ
て
の
学
習
室
で
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
の
接
続
が
で
き
、
エ
ル
・
ネ
ッ

ト
の
視
聴
も
で
き
ま
す
。
字
ユ
ー

ナ
ー
・
パ
ソ
コ
ン
・
プ
リ
ン
タ
ー
を

貸
し
出
し
ま
す
）

※
エ
ル
・
ネ
ッ
ト
…
通
信
衛
星
を
利

用
し
て
国
立
大
学
な
ど
の
教
育
機
関

を
衛
星
回
線
で
結
び
、
さ
ま
ざ
ま
な

言亀皇く 11

垂画 公民館施設使用料（1単位は3時間）
員
料
人
円
人
円
人
円
人
円
人
円
人
円
人
円
人
円
人
円
人
円
人
円
人
料

用
印
叩
ね
卯
誕
印
鮨
釦
聖
釦
聖
釦
劉
叩
記
卯
記
釦
如
釦
釦
如
釦
無

定
使
１
お
６
４
４
２
２
２
５
１
６
９

１

設備等施設,学習室名

可動式舞台
グランドピアノ

ホール

ミニホールー グランドピアノ

第1学習室

第2学習室

４
月
か
ら
は
ア
ビ
ス
タ
、
湖
北
地

区
公
民
館
、
市
民
プ
ラ
ザ
に
タ
ッ
チ

パ
ネ
ル
が
設
置
さ
れ
、
各
公
民
館
の

空
き
状
況
の
確
認
や
利
用
の
予
約
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
か
ら
で
き
ま
す
。

さ
ら
に
、
自
宅
に
い
な
が
ら
ア
ビ

ス
タ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
利
用
し
て

託
児
室

学
習
を
し
て
い
る
間
、
お
子
さ
ん

を
託
児
室
で
遊
ば
せ
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
授
乳
室
、
子
ど
も
用
ト
イ
レ
、

流
し
台
、
子
ど
も
用
簡
易
ベ
ッ
ド
も

あ
り
ま
す
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
配
信
す
る
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
。
テ
レ
ビ
画
面
で
大
学
の
公
開

講
座
の
受
講
が
で
き
ま
す
。

利
用
の
予
約
が

簡
単
。
便
利
に

OAフロア、LAN配線
パソコン使用時は定員17人

第3学習室

第4学習室 流し台

防音設備、カラオケセット
アップライトピアノ

第5学習室

流し台、工作台工芸工作室

調理台、各調理器具調理室，

水屋
水屋使用時は定員25人

展
示
ス
ペ
ー
ス

作
品
を
紹
介
・
展
示
し
た
い
方
の

た
め
に
、
「
ス
ト
リ
ー
ト
」
の
一
角

に
展
示
ス
ペ
ー
ス
を
用
意
し
ま
し
た
。

照
明
も
使
え
る
本
格
的
な
も
の
で
す
。

日
ご
ろ
の
学
習
の
成
果
を
、
こ
こ
で

発
表
し
て
く
だ
さ
い
。

図
書
館
と
公
民
館
、
東
西
の
入
口

を
結
ぶ
長
き
約
妬
、
、
高
き
７
ｍ
の

吹
き
抜
け
の
空
間
で
す
。
展
示
ス
ペ

ー
ス
や
情
報
カ
ウ
ン
タ
ー
も
あ
り
ま

す
。

空
き
状
況
の
確
認
や
フ
ァ
ク
ス
・
電

子
メ
ー
ル
で
の
予
約
が
で
き
ま
す
。

（
予
約
に
は
、
団
体
登
録
が
必
要
で

す
）圖
我
孫
子
地
区
公
民
館
垂
７
１
８

２
１
０
５
１
１

’
ス
ト
リ
ー
ト

第1和室

水屋

水屋使用時は定員35人

ｿ

第2和室

トイレ、洗い場
簡易ベッド

託児室

I

勾鮪弧制旋簡鰯約
可

オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス

気
軽
に
休
憩
の
で
き
る
場
所
で
す
。

飲
食
も
で
き
ま
す
。
打
ち
合
わ
せ
や

軽
作
業
に
も
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

喫
茶
．
ｉ
ナ
ー
「
ぷ
ら
つ
と
」

「
手
を
つ
な
ぐ
育
成
〈
三
が
開
設

し
、
障
害
を
持
つ
方
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
方
が
一
緒
に
運
営
し
ま
す
。
軽

食
も
提
供
し
ま
す
。

屋
上
庭
園

外
の
風
に
当
た
り
た
く
な
っ
た
ら
、

屋
上
庭
園
へ
ど
う
ぞ
。
ツ
ッ
ジ
や
ア

情
報
カ
ウ
ン
タ
ー
と
学
習
情
報
コ
ー

ナ
ーイ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
閲
覧
用
の
パ
ソ

コ
ン
を
備
え
ま
し
た
。
講
座
や
講
師
、

施
設
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
の
情
報

を
瞬
時
に
提
供
し
ま
す
。
情
報
カ
ウ

ン
タ
ー
で
は
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
で
学
習

室
等
の
予
約
申
請
も
で
き
ま
す
。

自
動
車
は
釦
分
以
上
有
料
に

駐
車
場
は
、
約
１
２
０
台
収
容
で

き
ま
す
が
十
分
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

で
き
る
限
り
バ
ス
・
電
車
な
ど
の
公

共
交
通
機
関
を
ご
利
用
く
だ
き
い
。

な
お
、
駐
車
場
は
市
の
公
共
施
設

一

●

ー

ジ
サ
イ
が
植
え
ら
れ
た
庭
園
か
ら
は

手
賀
沼
が
一
望
で
き
ま
す
。
空
気
の

澄
ん
だ
晴
れ
た
日
に
は
富
士
山
も
見

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

圃
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
亨
ビ
ス

タ
」
垂
７
１
８
２
１
０
５
１
５

開
館
時
間
は
長
く

休
館
日
は
少
な
く

生
涯
学
習
へ
の
関
心
の
深
ま
り
や

生
活
時
間
の
多
様
化
等
に
対
応
す
る

た
め
、
開
館
日
を
増
や
し
、
開
館
時

間
も
延
長
し
ま
し
た
。

◎
ア
ビ
ス
タ
（
市
民
図
書
館
を
除
く
）

開
館
時
間
午
前
９
時
か
ら
午
後
９

時休
館
日
毎
月
最
終
月
曜
日
、
哩
月

塑
日
か
ら
１
月
４
日

◎
市
民
図
書
館

開
館
時
間
火
曜
日
か
ら
金
曜
日
．
：

午
前
９
時
却
分
か
ら
午
後
８
時
土
・

日
曜
日
、
祝
日
…
午
前
９
時
知
分
か

ら
午
後
５
時

休
館
日
毎
週
月
曜
日
、
毎
月
第
２

火
曜
日
、
特
別
整
理
期
間
、
哩
月
四

日
か
ら
１
月
４
日

で
は
初
め
て
有
料
と
な
り
ま
す
。
釦

分
ま
で
は
無
料
で
す
が
、
そ
れ
以
降

は
１
時
間
ご
と
に
１
０
０
円
で
す
。

（
利
用
時
間
《
午
前
８
時
如
分
～
午

後
９
時
犯
分
）

駐
輪
場
は
建
物
の
東
側
に
設
置
し

ま
し
た
。
自
転
車
・
オ
ー
ト
バ
イ
を

“
台
と
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
ち
ら
は
鉦
料
で
す
。

Q

《
一ｅＦ

露
唾
鐸
識

鰡
赫
動
蕪
，
鍋
削
剥

『

陶芸窯素焼

陶芸

七宝窯

1本焼

1回1000円

1回1500円

1回500円
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［入場無料](一部有料の催しがあります）
※記載のあるものを除き､申し込みは不要です。（請演･講習部門は先着順）
※｢公募の団体.個人による催し｣の時間は､多少変わる場合があります。
※雨天の場合､ｴﾝﾄﾗﾝｽの催しは、7日の｢｢カサまわしjほか｣を除き、
それぞれ1週間後の同じ時間に延期となります。

澗車場の混雑が予想されますので､なるぺく公共交通機関をご利用くださ
い｡なお､イベント開催中は市役所の駐車場も利用できます。生涯学習ｾﾝﾀー｢ｱビｽﾀ｣ｵーブﾆﾝグﾌｴｽﾃｲj(ル

館の催市 民 問い合わせ市民図謬自慰71
－

．

林望さん
「私が古典を読青演会＝

q■■

ロ

－

■
■
■
■
日
日
０
０
Ⅱ
Ｉ
Ⅱ
１
１
１
叫
１
１
１
４
‐

日時‘場所4月2旧旧)午後3時から5時､ホー

ル（1階）

講師林望さん(作家書誌学者）

定員130人(応募者多数の場合は抽選）

申し込みハガキ（1人1枚)に住所､氏名$電話
番号を明記し、4月5日(必着)までに若松26の4
ｱビｽﾀ内･市民図書館へ(結果は後日通知します）

L一一

’
運営協力文化事業市民ボラ
問い合わせ教育委員会文化課

ランテイア
課恐7185-11{51催人 よ し蟇の団体･個人に個 る公 ●

L

4月6日《土》
内容｜団体｡個人名|時間

4月7日（日）4月13巳(土）4月14国《日》
内容｜団体｡個人名|時間｜内容｜団体･個人名|時間｜内容｜団体｡個人名

部
門霊1頭 1

一

11:00
5

14:00

10:00
5

15:00

10:00
5

15:00

調
理
室
。
和
室
一

調
理
・
蕊
道
部
門
一

稲子両国際嫡鵬

我孫子市茶道連盟

我孫子市茶道連盟

子ども茶道教室(200
円・15歳以下は無料）
〈先着100人〉

10:00

$

15:00

10:00

§

15:00

だれ

誰でも参加できる茶会
(200円15歳以下|撫料）

11:00

；

14;00

皇千家茶会(二席400
円､一席でも可）

表千家茶会(二席400
円､一席でも可）

お抹茶召し上が
れの会

あびこ子どもまつり

'10;30寿鮪舞(江戸大鵬)鏡味小{Ⅲ社中10:30大正琴演奏大I琴協会」
槌いかぐらかがみこせんしゃちぬう

しやみせん ひでなり

10:47三職合奏｢世界の歌｣秀奈史会 10;58大正琴演奏柾計-ｸﾙ暗臓」

..‐.-‐‐、--‐‐‐‐..‐‐~‐‐‐‐‐‐‐砺討一一一一一一一一一． 11:26ﾊﾜｲﾌﾌﾝﾌﾗグﾝｽﾘﾘｱﾌﾗｻー ｸﾙ
11:00日本舞踊彩の会

畷 二二二……

など

大正琴｢和み会」10:30新舞踊｢みれん酒」老連舞踊 10:30大正琴演奏

--------------------------------------------10;58笠濡会(柵い幅､礦）

柾計-ｸﾙ暗礁｣10:58ﾏﾝドﾘﾝｱﾝｻﾝプﾙｲヴｱﾏﾝドﾘーﾉ耐1芳莇五~~~~~~~~‐
ﾘﾘｱﾌﾗｻー ｸﾙ11:41舞踊｢深川」江戸芸かつぼれ会jj聖霊父泌一--.---
------------------------------------------12:17津軽のいぶき
EXCELKIDS12:09日舞･民蕊民謡踊り彩野をどり荒示祇弓荒意,｢天皇塵~~~‐

大正琴｢奏臭会」

手賀宝生会

フレンド＆フラ

手話ダﾝｽあびこ

灘踊三職孝絵

柳ﾎﾊﾝ《ﾙｸﾜｲｱ

ﾗﾝﾃｨｱｼﾙｷー合議

ｱﾝｻﾝﾙﾚｵー ﾈ

ｱﾝｻﾝﾌﾙ･ピリカ

プリムラコーラス

混声合唱団｢響」

撒弼ｼﾆｱｱﾝｻﾝﾙ

獺子敬ﾝｽ同聡

一
蝋
一
一
一
一
饒
一
幽
一
ｑ
Ｌ

印
》
羽
一
羽
一
雌
一
峠
趣
》
卿
唱
一
鏑
一
柵
羽

一
語
一
ダ
ー
ダ
ー
の
一
ド
ー
キ
ー
ペ
三
皇
合
一
ｒ
一
演
一
グ

ー
鋤
方
一
掃
一
灘
応
三
筋
一
鵬
雄
鎚
鍵
被

－
８
－
１
９
－
７
－
０
－
３
－
６
－
９
－
７
－
０
－
３
－
０

－
５
－
３
－
５
－
１
－
３
－
０
－
３
－
５
－
２
－
５
－
１
－
３

－
ｂ
ｅ
二
■
ｂ
一
■
■
一
■
■
一
巾
巾
一
●
①
一
●
■
一
■
●
一
中
中
一
。
■
一
ｇ
争
一
●
■

一
（
、
Ⅱ
〕
一
月
刊
’
’
一
▲
１
Ⅱ
０
－
ハ
ノ
／
』
一
（
●
式
心
》
』
Ａ
刎
如
］
１
一
二
〃
〃
一
，
一
脚
川
堅
ｊ
一
戸
．
』
ｍ
〕
一
戸
院
咽
〕
一
ハ
島
Ⅷ
〕
一
［
叩
″
’

’
１
》
１
’
１
’
１
↑
１
．
１
－
１
↑
１
↓
１
｜
１
’
１
｜
１

一
三
》
》
》
口
軸
一
一
一
一
》
口
一

一
ル
ー
ー
リ
ー
一
一
一
一

一
ブ
ー
ー
踊
一
一
一
一
一
一

一
制
神
蠅
奉
一

》
一
鯛
一
刈
一
的
一
柵
一
墹
一
柵
一
切
一
塊

）
一
《
小
川
Ⅷ
〕
一
再
Ｈ
Ⅱ
’
’
一
（
叩
勿
／
』
一
〈
叩
く
、
〕
｝
・
〃
川
↓
’
一
Ａ
”
刎
幹
０
－
，
伽
刎
一
‐
一
戸
，
嗣
利
）

■
｝
一
ｄ
田
口
１
８
９
一
■
■
■
日
日
■
一
凸
、
■
８
日
巳
一
▲
釦
恒
■
Ⅱ
Ⅱ
０
一
口
舟
Ⅱ
０
８
．
一
・
月
０
０
８
口
一
■
句
Ⅱ
日
日
。
。
Ｇ
列
０
１
０
０

ホ
ー
ル

なぎなた公開演武

ヴｨｵﾗ版｢白雪姫」

アルゼンチン･タンゴ

（
１
階
）

一
ミ
ー
示
Ｉ
ル
王
ン
ト
ー
ラ
ス
｜
第
２
学
習
室
一

発
表
部
門

一
講
演
・
講
習
部
門
一

●

15;151朗読劇｢声なき氷像」

11:00

13:00

14:00

15:15

吐腫匁ZI
我孫子朗読の会

チャイムペガ

我孫子ﾚデｨー ｽ

迦
一
並

ｖ
手
Ｌ
一
一
Ｍ
ノ
ゾ
一

幸
師
山
二
一
斗
Ｍ
ノ
ー
桓
唱
石

上
ん
》
一
町
ノ
ー
△
□

伽
一
ス
ー
榊
一
娠

剛
一
鋤
一
伽
一
誌

一
二
「
ノ
ー
垂
石

一
一
一
Ｆ
ｈ
リ

ー
ケ
ー
タ
ー
ヵ

》
柵
一
帰
訓

勝
一
レ
ー
ア
一
女

児童合唱

難蝿’
リトルキャッツ

あびこｼﾙｸﾛー
ドｻー ｸﾙ

向典子内田愛

11:00

12:45

15:45

11:00

13:00

14:00

15:30

重謡を歌おう

手話ｿﾝゲあい

訓わくわくﾌｪｽﾃｨﾙ

13:30

＄

17:30

§

Mあいｺﾝｻー ﾄ

げﾉ露一一一~|砿亨阿

杉村楚人冠資料展
和太鼓演奏

ﾛｯｸｿー ﾗﾝ踊り①

｢カサまわし｣ほか，

ﾛｯｸｿー ﾗﾝ踊り②

13:00

13:30

14:00

15:00

和太鼓龍翔

あびこ子ども劇場

今村賢之助

あびこ子ども劇場

祝い大蔵

フィリピンメキシコ・
ﾛｼｱの民淵譲踊

湖北台河童太鼓
一一一一一一一■■ｰ一一一→

我弼市国際嫡齢

11:00
－－－＝-

12:00

考古遺物展Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
４
ｌ
Ｉ
１
１
■
’
Ⅱ
１
１
口
■
■
■
■
０
０
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
１
０
１
１

奈良時代の｢墨書土器｣など､市内で

出土した菫な考古遺物を展示します。

日時4月1日(月)から14日旧)午前9
時から午後9時（1日は午後3時から）

圃教育委員会文化課冠7185-1151

※併せて市に寄贈された絵画も展示しま

す。（3日まで）

「湖畔吟｣初版本や本人の書による掛

け軸など､杉村楚人冠ゆかりの資料を展

示します。

日時4月1日(月)から3日(水)午前9

時から午後9時（旧は午後3時から）

間教育委員会市史編さん瓢7185-11
51

ｯﾁﾜー ｸl吻加蔦詮
申し跡溌871892564

議｢ぐるり籟瀞棚」

心が通う‘聴訪話し方
を臭しみませんか？

男達のお喋りと講談

相続宏と相繍拡の
関係

ヂﾝﾏー ｸの福祉、
教育環境

古谷陸相続問題
研究会

あびこの福祉を考
える会

我孫子ｶﾙﾁｬー
＆トーク

グﾘー ﾝｷﾙﾀー

Mあい霜沼畭

自己表罵力暇会

平成研究会

０
』
５
０
－
５

０
↑
４
』
３
－
４

号
６
◆
。
｜
号
。
■
■

川
一
Ⅱ
一
個
一
個

10:00

13:00

15:00

雪
一
百
寺
ｊ
ノ

く
ｙ
し
ヨ
臭
シ
と
ク
艤
匪
の
の
本
め
洲
仕)お喋りと講談｜平成研究会｜…じ|くため（

4月6日《土)。7日（日）
内容l団体｡個人名｜内

－

’4月13日(土》。14日(白》
容｜団体｡個人名｜時間｜内容｜団体,個人名’内容一

縮
一
剛
Ⅷ
～
測
川
Ⅷ
～
Ⅷ
一

第
１
．
３
．
４
学
習
室
、
ス
ト
リ
ー
ト

展
示
部
胸
岬
ｈ
ｌ
Ｈ
Ｈ
］

一

団体・個人名
一

手作り品

写真

総予蹴,ﾘ鮒ｽﾀー ﾁﾗｼ

活動内容のﾈﾙ

活動内容のパﾈﾙ我孫子朗読の会

スケッチ伊藤貞夫･和子

書道作品多田眞紗子

－－－'幾－－｜絵画(油彩）

デコパージュイラスト18枚

パー ドｶー ピﾝグ作品

手まり

デコパージュ

稲作の絵と文巻物

写真

いけ花

キルト

化石

澤村宏子
一一一一一一一一一一一一一一＝

スタジオ机活動内容のパﾈﾙ

梅村知子 歌舞伎の人形(手芸）

日本蓋剖鵬白厳剖 いけ花

獅子の文{上を守る会

佐藤洋子

我孫子華道連盟

つくし野窯陶芸教室
■ーーー一一一‐一一一一一一一一

SHOWの会
吟一一一一一一一一一一一一＝一一

ﾏﾐﾌﾗﾜー デザｲﾝ

ﾘﾁﾜー 舛ﾙﾄ鵬

#上浩吉

6日は
9:30
＄

21:00 剛軒デｺー ﾂｭ鱸21:00ジュエリークラフト

星lll竹雄立体絵画

光画会148は活動作品

正職霞9{30菫濯虚二

鱒柵豊'州鰐獅一井上浩吉

一
一
一

一
一
一

一
一
二

一
一
一

一
一
一

一
一
一

一
一
一

』
一
一

一
一
一

一
己
一

一
一
一

一
一
一

一
一
一

・
一
。
一

一
ロ
叩
一
宮
蚕

一
昨
昨
一
戸
丑
一Ｉ一一挙詫一｝協

室
一
一
鼬

岬
一
柵
一
椎7日は

9:30

＄

19:00

』

卜
』
一

ツ
ー
一

卵
一
一

ン
一
一

刀
一
一

一
一
一

一
Ⅱ
ゾ
ジ
」
０
１
《
０
１
－

ラ
ー
ル
一
石

フ
ー
キ
ー
化

１
１ ’

昔話:たっぷりの夕べ
いろいろな国の昔話をたっぷりお聞き

ください。

日時｡場所4月19日(金)午後6齢0分

から8時､市民図書館おはなしのへや
対象｡定員15歳以上の方､先着4叺

申し込み電話で市民図書館67184-11
65ヘ 口

昔話:グリムの夕べ
日時°場所・4月20日(土)午後6時30分
から8時､市民図書館おはなしのへや

講師佐々 梨代子さん(元薪子ども図

書館理事）

対象・定員15歳以上の方､先着40人

申し込み電話で市民図書館冠7184‐

1165へ

一

勵児向けのおはなし会
、､〃

子

ミッフイータイム
日時｡場所4月1旧(ﾌk)

ずれも午前10時40分から11

書館おはなしのへや

25日(木)い

時､市民図

内容手あそびや絵本の読み聞かせほか

対象・定員1歳から3歳までの乳幼児

と保護者
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瀞

備
報
６
局
暦

タ
イ
ト
ル
が
色
付
き
の
も
の
は
、
市
や
官
公
庁
主
催
・
共
催
の
も
の
で
す
。

黒
は
『
市
民
団
体
の
記
事
で
す
。
各
項
目
は
、
欄
外
の
よ
う
に
省
略
し
て
い
ま
す
。

市
役
所
．
：
我
孫
子
市
我
孫
子
１
８
５
８
垂
７
１
８
５
１
１
１
１
１

で
か
け
て
鯵
謹
軽
鯰
鍵
ロ

み
差
せ
ん
か
詞
鐙
鮭
躍
蕊

白
山
中
学
校
吹
奏
楽
部
館
内
売
店
ひ
ろ
が
り
、
荒
井
書
店
、

第
杷
回
定
期
演
奏
会
喫
茶
ル
パ
ン
芙
王
台
駅
北
ｇ
、

日
・
所
３
月
型
日
（
祝
活
時
開
演
、
八
つ
ち
ゃ
ん
（
天
王
台
駅
南
口
、
柏

市
民
会
館
（
入
場
無
料
）
駅
東
口
・
西
且
、
オ
ク
ヤ
マ
ク
リ

曲
目
カ
ル
メ
ン
・
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
、
－
ニ
ン
グ
柴
崎
店
、
東
京
事
務
器
、

サ
ウ
ン
ド
・
オ
ブ
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
．
ア
ド
ホ
ッ
ク
湖
北
店
（
中
峠
台
）
、

メ
ド
レ
ー
、
エ
ル
・
ク
ン
バ
ン
チ
エ
北
村
商
店
（
新
木
野
）
、
Ｃ
Ｖ
Ｓ
す

ロ
、
ピ
ン
ク
レ
デ
イ
ー
・
メ
ド
レ
ー
え
ひ
ろ
（
布
佐
）
、
ヤ
マ
ザ
キ
デ
イ

ほ
か
リ
ー
ス
ト
ア
ー
布
佐
店

客
演
我
孫
子
第
一
小
学
校
器
楽
部
、
問
（
社
）
我
孫
子
青
年
会
議
所
云
７

我
孫
子
第
四
小
学
校
器
楽
部
、
白
山
１
６
９
１
２
２
２
２

中
学
校
合
唱
部
市
民
文
化
講
座
「
謡
曲
」

問
同
校
垂
７
１
８
４
１
１
８
９
３
卒
業
記
念
公
演
（
観
世
流
）

Ｉ
日
。
所
３
月
聖
日
（
日
）
Ｂ
時
開
演
、

人
形
割
「
て
ん
ぷ
く
。
ち
一
ふ
く
」
一
湖
北
地
区
公
民
館
（
入
場
無
料
）

日
本
の
昔
話
実
福
地
逼
が
、
内
鶴
亀
、
橋
弁
慶
、
吉
野
天
人
、

心
温
ま
る
人
形
劇
に
な
り
ま
し
た
。
小
督
、
紅
葉
狩
、
鵜
飼

日
・
所
３
月
墾
旦
木
遣
時
開
場
、
問
小
西
蓉
７
１
８
７
１
２
８
８
１

画
時
犯
分
開
演
、
湖
北
地
区
公
民
館
実
践
倫
理
婦
人
の
つ
ど
い

出
人
形
劇
団
「
く
ぐ
己

対
先
着
１
０
０
人
日
。
所
３
月
空
旦
月
遍
時
犯
分

費
１
０
０
０
円
（
３
歳
未
満
無
魁
～
喧
時
市
民
プ
ラ
ザ
参
加
無
料
）

申
電
話
で
か
し
の
木
ク
ラ
ブ
・
黒
テ
ー
マ
家
族
⑳
絹
炉
心
の
よ
り
ど

川
壷
７
１
８
７
１
２
８
０
３
こ
ろ
に
…
５
人
の
会
員
の
体
験
発
表

出
宅
－
ニ
ン
グ
娘
。
」
の
石
川
壷
７
１
３
９
１
６
９
０
８

梨
華
、
吉
澤
ひ
と
み
、
安
部
な
つ
み
、
県
立
柏
高
等
学
校
吹
奏
楽
部

保
田
圭
加
護
亜
侭
高
橋
麦
紺
第
記
回
定
期
演
奏
会

野
あ
ざ
美
、
小
川
麻
琴
、
新
垣
里
沙
、
日
。
所
３
月
塑
旦
金
活
時
開
場

「
カ
ン
ト
リ
ー
娘
。
」
柏
市
民
文
化
会
館
（
入
場
無
料
）

日
・
所
３
月
犯
旦
士
）
①
、
時
曲
名
第
一
組
曲
…
Ｇ
・
ホ
ル
ス
ト
、

～
③
返
時
”
分
～
③
巧
時
如
分
キ
ャ
ン
デ
ィ
ー
ド
序
曲
…
Ｌ
・
バ
ー

士
市
民
会
館
（
上
映
時
間
約
１
１
ン
ス
タ
イ
ン
ほ
か

０
念
問
同
校
壷
７
１
３
１
１
０
０
１
３

日
。
：
日
時
へ
所
・
場
所
、
内
…
内
容
、
種
・
種
目
、

灯

モ
ー
ニ
ン
グ
娘
。
第
２
弾

デ
ジ
タ
ル
シ
ー
ネ
マ
「
と
つ
か
え
つ
娘
。
」

こ
ろ
に
…
５
人
の
会
員
の
体
験
発
表

対
一
般
婦
人
（
託
児
あ
り
）

問
（
社
）
実
践
倫
理
宏
正
会
・
近
藤

ふ
れ
あ
い
陶
芸
講
座
駕
分
鯉
騏
駕
滑
露
蕊
謹
諺
憲
稿
窯
逼
籠
罎
－

日
。
所
４
月
喝
日
～
７
月
幻
日
の
種
目
◎
男
・
女
シ
ン
グ
ル
ス
Ａ
同
学
園
霊
７
１
８
８
１
３
８
３
７
、
喧
時

第
２
．
４
土
曜
日
、
９
時
～
喧
時
：
．
新
人
の
部
邇
去
の
新
人
戦
優
勝
皿
７
１
８
８
１
３
２
１
７

問
出
沼
云
７
１
８
３
１
３
６
３
７

（
全
８
厘
、
湖
北
地
区
公
民
館
者
、
他
大
会
決
勝
進
出
者
を
除
く
）

ぼ
し
ゆ
う
．
噸
耀
篝
膜

対
、
人
（
応
募
者
多
数
時
は
抽
選
Ｂ
…
マ
ス
タ
ー
ズ
の
部

費
７
０
０
０
円
（
材
料
費
を
含
む
）
◎
男
・
女
ダ
ブ
ル
ス

申
往
復
ハ
ガ
キ
（
１
人
１
莚
に
対
市
内
在
住
、
在
勤
、
在
学
、
在

時
知
分
、
我
孫
子
地
区
公
民
館
（
ア

ふ
れ
あ
い
陶
芸
講
座
、
住
所
、
氏
名
、
ク
ラ
ブ
の
方
げ
ん
き
フ
エ
ス
タ
２
０
０
２
ビ
ス
タ
巴
ほ
か

年
齢
、
電
話
番
号
を
明
記
し
、
３
月
蜜
１
人
１
種
目
５
０
０
円
命
学
参
加
者
。
協
力
者
費
月
額
２
０
０
０
円
（
入
会
金
１

室
日
（
消
印
有
効
）
ま
で
に
並
木
７
生
以
下
２
０
０
円
）
日
。
所
６
月
”
旦
土
）
、
時
～
巧
０
０
０
円
）

の
８
の
脚
小
林
達
郎
垂
７
１
４
９
１
※
犯
、
ボ
ー
ル
使
用
時
、
湖
北
地
区
公
民
館
・
湖
北
小
申
電
話
で
山
本
霊
７
１
８
９
１
４

０
５
７
４

申
ハ
ガ
キ
に
大
会
名
、
種
目
、
住
対
歌
や
音
楽
、
人
形
劇
、
劇
、
遊
６
８
７

出
…
出
席
者
。
出
演
者
な
ど
、
蔀
：
対
象
。
定
員
持
…
持
参
、
費
…
愛
用
、
申
…
申
し
込
み
記
載
の
な
い
も
の
は
津
し
込
み
不
要
で
玄
、
問

◆
。

初
心
者
を
対
象
と
し
た
パ
ソ
コ
ン

教
室
を
開
講
し
ま
す
。

講
座
名
。
受
講
料
〈
左
表
参
照
）

申
し
込
み
受
付
時
間
第
２
．
３
木

暇
日
を
除
く
毎
日
、
時
～
四
時

４
月
か
ら
ア
シ
ス
タ
ン
ト
付
き
パ
ソ

コ
ン
開
放
が
６
カ
月
以
内
に
短
縮

Ｐ
Ｃ
カ
レ
ッ
ジ
受
講
者
は
、
ア
ジ

ス
タ
ン
ト
付
き
パ
ソ
コ
ン
開
放
が
、

受
講
料
入
金
後
６
カ
月
間
利
用
で
き

ま
す
（
希
望
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
。

な
お
、
そ
の
日
の
受
け
付
け
後
に

空
き
が
あ
る
場
合
は
、
過
去
に
受
講

き
れ
た
方
も
利
用
で
き
ま
す
。

問
市
民
プ
ラ
ザ
垂
７
１
８
３
１
２

１
１
１

Ｐ
Ｃ
カ
レ
ッ
ジ

第
１
期
（
４
月
～
７
月
）

参
加
し
て

み
ま
せ
ん
か※受講料はテキスト代と通信料を含む

※①～③･･･再受講券1回分が別にあり

日
・
所
３
月
五
日
（
日
）
Ｂ
時
釦
分

～
唖
時
、
市
民
会
館
（
入
場
無
料
）

テ
ー
マ
「
聴
覚
障
害
者
・
ろ
う

重
複
障
害
者
と
の
か
か
わ
り
合
い
の

中
か
ら
」
講
師
…
山
本
お
さ
む
さ
ん

（
漫
画
「
ど
ん
ぐ
り
の
家
」
の
著
者
）

※
手
話
通
訳
と
Ｏ
Ｈ
Ｐ
付
き

主
我
孫
子
市
ろ
う
あ
協
会
、
手
話

サ
ー
ク
ル
つ
く
し
の
、
手
話
サ
ー
ク

ル
て
が
の
会

間
五
十
嵐
云
７
１
６
９
１
７
７
１

９ 日
・
所
３
月
知
日
（
土
逼
時
知
分

～
晒
時
犯
分
、
市
民
会
館

内
市
民
活
動
団
体
か
ら
の
報
告

発
表
者
…
男
の
井
戸
端
サ
ロ
ン
、
あ

び
こ
ビ
デ
オ
ク
ラ
ブ
、
古
利
根
の
自

然
を
守
る
会
、
古
利
根
公
園
み
ど
り

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ほ
か

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
「
新
し

い
時
代
を
ひ
ら
く
市
民
活
動
の
た
め

に
」
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
…
安
藤

昭
彦
さ
ん
、
パ
ネ
リ
ス
ト
…
佐
藤
祐

子
さ
ん
、
松
田
修
さ
ん
・
和
田
三
千

代
ざ
ん

問
市
民
活
動
支
援
課
・
内
線
４
８

８ 市
民
手
作
り
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

霜
呈
寧
霞
一
三
罰
墨
枩

聴
覚
障
害
に
関
す
る
講
演
会

」

時
．
’
三
ジ
プ
ト
文
明
論
」
吉
村
我
孫
子
で
、
オ
ペ
ラ
上
演
と
歌
唱

作
治
さ
ん
、
４
月
６
旦
土
汚
時
～
芸
術
普
及
の
た
め
、
参
加
者
を
募
集

嘔
時
犯
分
．
：
「
人
間
や
る
気
に
な
れ
し
ま
す
。

ぱ
相
当
な
事
が
出
来
る
」
青
島
幸
◎
あ
び
こ
声
楽
家
協
会
含
員

男
ざ
ん
対
我
孫
子
ゆ
か
り
の
声
楽
家
で

所
あ
び
こ
文
化
学
園

（
市
内
出
身
者
・
在
住
・
在
勤
の
方
）

対
各
先
着
和
人
問
酒
井
壷
７
１
８
３
１
３
７
０
８

日
・
集
合
場
所
３
月
五
日
（
日
）
９

時
弛
分
、
布
佐
駅
（
小
雨
実
施
）

行
程
延
命
寺
、
竹
内
神
社
、
河
岸

跡
、
松
岡
邸
、
観
音
堂
な
ど

貧
５
０
０
円

申
電
話
で
３
月
幻
日
ま
で
に
越
岡

壷
７
１
８
４
１
２
０
４
７

衛
生
放
送
に
よ
る
早
稲
田
大
学

無
料
公
開
講
座
’
１

日
。
内
３
月
四
日
（
火
）
畔
時
～
埴

所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
団
体
名
を

明
記
し
、
３
月
塑
日
（
必
着
）
ま
で

に
布
佐
３
３
６
２
の
弱
伊
藤
安
子
壷

７
１
８
９
１
０
２
１
６

小
学
生
の
皆
さ
ん

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
し
ま
せ
ん
か

日
・
所
４
月
６
日
か
ら
毎
週
土
曜

日
９
時
～
ｎ
時
、
手
賀
沼
公
園
テ
ニ

ス
コ
ー
ト
（
参
加
無
料
）

対
小
学
生
、
和
人

持
底
の
平
ら
な
靴

※
ラ
ケ
ッ
ト
は
お
貸
し
し
ま
す

問
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
連
盟
・
椎
名
登

７
１
６
９
１
３
４
３
４

第
師
回
史
跡
文
学
散
歩

Ｊ
１

あ
び
こ
声
楽
家
協
会
会
員
．

定
年
後
の
自
分
流
の
生
き
方
を
発

見
し
、
会
社
人
間
か
ら
地
域
人
間
に
。

対
定
年
前
後
か
ら
函
歳
く
ら
い

の
方
で
、
地
域
活
動
に
初
め
て
参
加

す
る
男
性
、
犯
人

説
明
会
の
日
・
所
３
月
、
日
（
水
）
、

皿
旦
祝
遍
時
犯
分
、
市
民
会
館

間
日
比
野
登
７
１
８
２
１
２
９
５

９

高
齢
者
や
障
害
者
に
夕
食
を
届
け

る
た
め
に
、
調
理
を
し
て
い
た
だ
け

る
方
を
募
集
し
ま
す
。

対
料
理
の
得
意
な
方
、
ま
た
は
調

理
資
格
を
持
っ
て
い
る
方
で
、
釦
歳

前
後
の
方

問
Ｎ
Ｐ
○
食
の
会
あ
び
こ
念
７
１

８
６
１
５
５
１
０
舌
時
以
降
）

屯
．
１
‐
・
１
Ｊ
ｌ
‐

Ｎ
Ｐ
Ｏ
食
の
会
あ
び
こ
会
員

び
コ
ー
ナ
ー
な
ど
に
参
加
、
ま
た
は

お
手
伝
い
が
で
き
る
方

申
石
田
壷
７
１
８
４
１
９
６
０
１

I

q同
付
属
合
唱

男
の
井
戸
端
サ
ロ
ン
会
員

1

Ⅱ

1

1

団
団
員

岡
発
戸
新
田
地
区
の
手
賀
沼
ビ
オ

ト
ー
プ
（
植
生
浄
化
施
設
）
は
、
３

年
が
経
過
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
生
物
が

復
活
し
て
き
ま
し
た
。

こ
の
ビ
オ
ト
ー
プ
の
手
づ
く
り
ゾ

ー
ン
に
参
加
し
た
、
市
民
の
皆
さ
ん

の
活
動
や
管
理
・
観
察
な
ど
の
報
告

会
を
行
い
ま
す
。

当
日
は
、
元
農
林
水
産
省
農
業
環

境
技
術
研
究
所
の
守
山
弘
ざ
ん
を
招

い
て
、
基
調
講
演
も
行
い
ま
す
。

日
時
３
月
墾
旦
士
）
午
後
１
時
知

問
い
合
わ
せ
、
主
・
・
・
主
催
・
共
催

〆

手
賀
沼
ビ
オ
ト
ー
ブ
の

報
告
会
を
開
催

手賀沼の春を満I契

ミニSL・ﾚﾝﾀｻｲｸﾙ

春休み期間中は毎日営業

分
か
ら
４
時
（
参
加
無
料
）

場
所
手
賀
沼
親
水
広
場
「
水
の
館
」

内
容
基
調
講
演
（
都
市
に
お
け
る

ビ
オ
ト
ー
プ
の
役
割
）
、
管
理
・
観

察
や
水
質
調
査
の
報
告
、
手
作
り
ゾ

ー
ン
参
加
者
の
活
動
報
告

定
員
先
着
１
０
０
人
程
度

申
し
込
み
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
（
フ

ァ
ク
ス
の
場
合
は
住
所
、
氏
名
、
年

齢
、
電
話
番
号
を
明
記
）
で
、
３
月

空
日
ま
で
に
手
賀
沼
課
・
内
線
４
６

４
、
函
７
１
８
６
１
５
２
２
２
へ

終了時間の1時間前まで）

場所手賀沼公園

料金＊ミニSL…2周200円

＊レンタサイクル…3時間500円、以降1時間ご

とに100円（小学生以下は半額）

圃（財)あゆみの郷公社公7183-1130(月士
日曜日、祝日を除く）

あゆみの郷公社では、お子さんの春休みにあわ

せて、3月23日(士)から4月7日(日)まで、ミニ

SLとレンタサイクルを、毎日営業します。

営業日3月23日(±)から4月7日(日)までの毎

日｡以降の土日･祝日(雨天･荒天の場合は休業）

営業時間午前10時から午後4時（5月から9月

までは午後5時まで。レンタサイクル貸し出しは’『

講座名

①パソコン入門

②WORD2002

③EXCEL2002

④インターネット

⑤文書管理

単元

3単元

5単元

5単元

4単元

2単元

受講料

3500円

8000円

8000円

5500円

2500円
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》

し

生
涯
学
習
『
ふ
れ
あ
い
塾
あ
び
こ
」

４
月
新
学
期
受
講
者

日
・
所
毎
週
月
．
木
曜
日
、
時
～

燭
時
（
８
月
、
年
末
年
始
、
第
５
週

を
除
く
）
、
め
ば
え
幼
稚
園

内
各
種
識
座
、
同
好
会
ほ
か

対
市
内
在
住
の
釦
歳
以
上
の
方

費
年
額
２
０
０
０
円
（
１
日
あ
た

り
の
参
加
識
７
０
０
円
別
塗

申
竃
話
で
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ふ
れ
あ
い

塾
あ
び
一
基
７
１
８
２
１
５
２
３
４

日
・
所
毎
週
日
曜
日
畔
時
～
暉
時
、

木
曜
日
四
時
～
加
時
、
根
戸
小
学
校

費
月
額
２
０
０
０
円

申
電
話
で
岩
元
壷
７
１
８
３
１
９

７
０
３

日
。
所
毎
週
日
曜
日
９
時
～
、
我

孫
子
地
区
公
民
館
（
ア
ビ
ス
タ
内
）

対
小
学
校
１
年
生
以
上
の
方

費
年
額
１
万
円

問
藤
盛
云
７
１
８
３
１
０
６
９
８

日
・
所
毎
週
火
曜
日
”
時
～
四
時
、

湖
北
台
西
小
学
校

内
マ
ッ
ト
運
動
、
跳
び
箱
ほ
か

対
小
学
生

菱
月
額
２
０
０
０
円
（
別
途
入
会

麺
北
合
二
ど
も
ス
表
Ｉ
シ
ク
云
う
会
員

根
戸
少
年
剣
友
会
会
員

我
孫
子
剣
道
連
盟
会
員

（
布
佐
酉
町
・
１
歳
３
カ
月
）

は
や
の
も
え

早
野
萌
笑
ち
ゃ
ん

凸
■
■
■
日
日
ｑ
■
■
■
１
Ⅱ
ｌ
ｌ
Ｏ
Ｉ
ｄ
Ｏ
■
ｑ
１
勺
■
■
ｑ
ｊ
且
■
■
且
■
■
■
ｑ
Ⅱ
１
日
■
■
■
。
■
二
■
■
日
Ⅱ

い
，

γ 一

定琴 ＝

か
金
３
０
０
０
円
、
保
険
料
５
０
０
巴

申
練
習
日
に
会
場
で
受
け
付
け

問
綿
引
套
７
１
８
８
１
６
５
７
６

日
・
所
毎
週
火
曜
日
喝
時
～
哩
時

如
分
、
湖
北
地
区
公
民
館

内
初
心
者
向
け
ヨ
ガ

費
月
額
２
５
０
０
円
（
別
途
入
会

金
２
０
０
０
円
）

申
電
話
で
渡
辺
垂
７
１
４
９
１
８

４
０
４

４
月
か
ら
、
家
庭
ご
み
と
資
源
を

祝
休
日
も
収
集
し
ま
す
（
土
・
日
曜

日
を
除
く
）
。

詳
細
は
、
自
治
会
等
を
通
じ
て
配

布
し
た
「
あ
び
こ
ク
リ
ー
ン
カ
レ
ン

ダ
ー
」
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

※
自
治
会
未
加
入
の
方
は
、
市
役
所

や
支
所
・
行
政
連
絡
所
、
公
民
館
、

日
３
月
麺
日
（
火
）
唱
時
如
分

所
水
道
局
４
階
会
議
室

間
教
育
委
員
会
総
務
課
壷
７
１
８

５
１
１
１
５
１

お
し
ら
せ

琴
庭
ご
み
。
査
蓉
を
祝
体
日
も
回
嘔

定
例
教
育
委
員
会

湖
北
ヨ
ガ
会
員

必
』

市
民
会
館
、
市
民
プ
ラ
ザ
、
近
隣
セ

ン
タ
ー
で
受
け
取
っ
て
く
だ
き
い
。

問
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
垂
７
１
８

７
１
０
０
１
５

日
・
所
３
月
墾
日
（
木
）
９
時
犯
分

～
ｎ
時
輻
分
、
喝
時
～
巧
時
弛
分
、

市
役
所
本
庁
１
階
ロ
ビ
ー

問
生
活
支
援
課
・
内
線
３
７
７

介
護
方
法
や
日
ご
ろ
の
悩
み
な
ど

に
つ
い
て
、
情
報
交
換
し
ま
せ
ん
か
。

日
・
所
３
月
墾
日
（
木
）
遁
時
～
砕

時
、
保
健
セ
ン
タ
ー

費
１
０
０
円
（
お
茶
菓
子
代
）

新
設
・
・
・
我
孫
子
Ｓ
Ｔ
（
あ
び
こ
シ
ョ

ッ
ピ
ン
グ
プ
ラ
ザ
ー
階
正
面
広
場
）
、

南
青
山
Ｓ
Ｔ
（
束
屋
敷
公
国
、
高
野

山
Ｓ
Ｔ
（
市
民
会
館
裏
）

廃
止
…
湖
北
Ｓ
Ｔ
、
身
障
セ
ン
タ
ー

Ｓ
Ｔ
問
市
民
図
書
館
念
７
１
８
４
１
１

１
１
０

痴
ほ
う
の
方
を
介
護
し
て
い
る
ご

家
族
の
疑
問
に
、
専
門
の
医
師
が
個

別
に
相
談
し
ま
す
。
（
費
用
無
料
）

日
・
所
３
月
幻
日
（
水
逼
時
弛
分

～
巧
時
釦
分
、
在
宅
介
護
支
援
セ
ン

タ
ー
相
談
室
（
市
役
所
西
別
館
３
階
）

申
電
話
で
介
護
支
援
課
壷
７
１
８

６
１
１
４
１
１

忘れずに納めましょう 献
血
。
骨
髄
バ
ン
ク
の
登
録

痴
ほ
う
の
方
の
家
族
の
集
い

４
月
か
ら
移
動
図
害
館
の

ス
テ
ｉ
シ
ョ
ン
が
変
わ
り
ま
す

痴
ほ
う
に
関
す
る
医
療
相
談

■

|水道料金 ’25(月）
※納付を口座振替にすると、納め忘れ
もなく便利です｡ぜひご利用ください。 7

問
介
護
支
援
課
云
７
１
８
６
１
１

４
１
１

日
・
所
４
月
昭
日
（
以
降
第
３
木

曜
旦
加
時
～
ｎ
時
犯
分
、
我
孫
子

地
区
公
民
館
（
ア
ビ
ス
タ
内
）

内
高
齢
者
と
の
交
流
の
場
（
健
康

と
福
祉
情
誕
牽
換
な
ど
）

対
ア
ビ
ス
タ
周
辺
の
高
齢
者
の
方

費
１
０
０
円
（
お
茶
菓
子
代
）

※
身
体
の
不
自
由
な
方
は
送
迎
あ
り

申
電
話
で
斎
藤
垂
７
１
８
２
１
３

３
５
６

対
戦
没
者
死
亡
当
時
の
三
親
等
内

親
族
で
、
次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た

す
方
（
支
給
順
序
が
最
も
先
の
方
）

○
平
成
７
年
４
月
１
日
か
ら
皿
年
３

月
訓
日
ま
で
の
間
に
、
恩
給
法
に
よ

明
治
塑
年
、
常
磐
線
の
開
通
時
に
、

土
地
を
無
侭
提
供
し
、
我
孫
子
駅
開

設
に
力
を
尽
く
し
た
飯
泉
喜
雄
氏
。

来
春
、
我
孫
子
駅
南
口
（
元
飯
泉

氏
の
所
有
型
に
顕
彰
碑
を
建
設
す

る
た
め
、
商
工
会
な
ど
が
中
心
に
な

っ
て
募
金
運
動
を
進
め
て
い
ま
す
。

一
口
（
１
０
０
０
円
）
以
上
で
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
顕
彰
碑
建
設
の
会
・
三
谷
冠
７

１
８
３
１
１
０
７
７

４
月
か
ら
市
民
談
話
室
を
閉
鎖

市
民
図
書
館
の
移
動
に
伴
い
、
市

民
会
館
内
の
市
民
談
話
室
を
３
月
麺

日
で
閉
鎖
し
ま
す
。

問
管
財
課
・
内
線
２
２
１

手
賀
沼
一
与
れ
あ
い
萱
ロ
ン
を
開
詮

飯
泉
喜
雄
顕
彰
碑
の
建
設
に
協
力
を

我
孫
子
駅
開
設
の
功
労
者

ご卿届く胸,、 戦
没
者
特
別
弔
慰
金

ITEL7185-50001

’

ファクスガイド
ファクス便荊帳

|ITEL7183-600011

新
規
に
政
府
米
や
自
主
流
通
米
の

販
売
を
す
る
方
は
、
米
穀
販
売
小
売

業
の
登
録
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
登
録
有
効
期
間
が
満
了
す

る
方
は
、
更
新
登
録
が
必
要
で
す
。

申
請
期
間
３
月
喧
日
～
４
月
奉
日

申
請
窓
口
市
商
工
観
光
課

申
請
手
数
料
（
県
収
入
証
紙
で
納
付
）

９
０
０
０
円
（
２
店
舗
目
以
上
は
１

店
舗
に
つ
き
５
０
０
０
円
を
加
算
）

問
商
工
観
光
課
・
内
線
５
０
５

犬
の
危
害
や
被
害
が
増
え
て
い
ま
す

飼
い
主
の
方
は
注
意
を

犬
を
飼
っ
て
い
る
方
は
、
次
の
こ

と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

＊
犬
の
放
し
飼
い
は
、
絶
対
に
や
め

ま
し
ょ
う
。

＊
犬
の
糞
は
、
飼
い
主
が
査
任
を
持

っ
て
始
末
し
ま
し
ょ
う
。

＊
正
し
い
し
つ
け
を
し
ま
し
ょ
う
。

問
柏
保
健
所
垂
７
１
６
７
１
１
２

５
５
自
動
車
の
登
録
に
変
更
が
あ
っ
た

と
き
は
早
め
に
手
続
き
を

４
月
１
日
は
自
動
車
税
の
賦
課
期

日
。
住
所
の
変
更
や
、
車
の
譲
渡
・

解
体
・
下
取
り
を
し
た
と
き
、
事
故

な
ど
で
車
を
使
わ
な
く
な
っ
た
と
き

は
、
登
録
の
変
更
を
し
て
く
だ
き
い
。

問
柏
県
税
事
務
所
霊
７
１
４
７
１

１
２
３
１

．
公
共
施
設
利
用
の
継
続
的
な
活

動
は
、
優
先
的
に
場
所
が
確
保
さ

れ
て
い
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

る
公
務
扶
助
料
や
遺
族
援
護
法
に
よ

る
遺
族
年
金
な
ど
の
受
給
者
が
死
亡

し
て
い
る

○
第
６
回
特
別
弔
慰
金
国
庫
債
券
の

受
給
権
を
取
得
し
て
い
な
い

支
給
金
額
額
面
型
万
円
（
６
年
俄

還
の
記
名
国
俄
）

請
求
期
限
卿
年
４
月
１
日
（
期

限
を
過
ぎ
る
と
無
効
に
な
り
ま
す
）

問
生
活
支
援
課
・
内
線
３
７
７

米
穀
販
売
小
一
一
元
業
の
壹
録
を

《

200S年

あびこ市民ミュージカル
脚本となる原作を募集

マ

体
験
水
田
の
参
加
者
を
募
集

赫
一
凧 壱

１
－

野焼きとは、屋外で廃棄物を燃やす

ことをいい、廃棄物処理法により禁止

されています。

野焼きは、不完全燃焼による一酸化

炭素やダイオキシンなどの有害物質の

発生や、煙による人や樹木などへの被

害、火災の危険があります。さらに、

物を燃やすことで発生する二酸化炭素

は、地球温暖化の原因でもあります。

野焼きはやめましょう。野焼きを発

見したらクリーンセンターへ連絡して

ください｡(晨業漁業に必要な焼却リ

宗教慣習による焼却などは除きます）

また、ごみの排出抑制と分別による

排出量の削減をお願いします。

圃クリーンｾﾝﾀー 窓7187-0015

市では、市民の皆さんによる親子で楽しめるミュージカルを計画
しています（来年8月に上演予定)。

今回は、ミュージカルの脚本となる原作を募集します｡奮って応
募してください。

対象市内在住．在勤在学、我孫子市につながりのある方

発表6月中旬、市のホームページと広報あびこに掲載

※採用作品1点に、3万円を贈呈。採用作品の著作権・上演権は市

に帰属します。また、脚本制作にあたり、原作の一部を変更するこ

とがあります。

審査方法制作委員会と教育委員会事務局による審査

申し込み｡固親子で楽しめるミュージカルの原作を800字から

4000字程度（イラストの挿入や漫画仕立てによる作品も可）にま

とめ、住所、氏名、年齢、市との関係、電話番号を明記し、5月
3旧（必着）までに我孫子1684教育委員会文化課67185-1151/I

※応募作品はお返ししません

手
賀
沼
を
望
む
自
然
豊
か
な
高

野
山
新
田
の
水
田
で
、
米
づ
く
り

を
楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

体
験
水
田
を
開
設
す
る
農
家
の

方
が
、
作
業
指
導
を
し
ま
す
。

ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

内
容
田
植
え
、
稲
刈
り
、
収
極

祭
ほ
か

場
所
高
野
山
新
田
（
鈴
木
農
凰

対
象
米
作
り
に
興
味
の
あ
る
方
、

先
着
１
０
０
人

体
験
料
１
人
２
０
０
０
円
（
小

学
生
未
満
は
無
料
）

応
募
方
法
。
固
ハ
ガ
キ
に
代

表
者
の
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電

話
番
号
、
参
加
者
全
員
の
氏
名
・

年
齢
を
明
記
し
、
３
月
”
日
（
必

蓋
ま
で
に
〒
２
７
０
１
１
１
９

２
（
住
所
省
略
可
）
市
役
所
農
政

課
・
内
線
５
１
１
へ

※
農
政
課
で
、
昨
年
の
体
験
ビ
デ

オ
を
貸
し
出
し
ま
す

！ ノ

項目

介護保険料第10期

国民年金(払込期限）

国民健康保険税第10期

納期限
座儲日）

4/1(月）

29(金）

4/1(月）

テレホンガイド
声の便利帳
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(6)おび ↓
》 2002.3.16第1065号

I
r

M号

定
確
保
に
関
す
る
法
律
」
に
基
づ
い

て
、
昨
年
、
月
か
ら
、
高
齢
者
の
入

居
が
可
能
な
賃
貸
住
宅
の
登
録
制
度

が
始
ま
り
ま
し
た
。

家
を
借
り
よ
う
と
す
る
と
き
、
大

家
き
ん
が
、
家
賃
の
不
払
い
や
病
気
、

事
故
な
ど
に
対
す
る
不
安
か
ら
、
高

齢
者
の
入
居
を
断
わ
る
こ
と
が
あ
り
、

借
り
手
側
の
不
安
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
法
律
に
よ
り
、
高
齢
で
あ
る

こ
と
を
理
由
に
入
居
を
拒
ま
な
い
賃

貸
住
宅
を
登
録
し
、
そ
の
惰
報
を
広

く
提
供
し
ま
す
。
賃
貸
住
宅
へ
の
入

居
を
希
望
す
る
方
は
、
こ
う
し
た
住

宅
の
情
報
が
入
手
で
き
ま
す
。

ま
た
、
登
録
を
受
け
た
賃
貸
住
宅

は
、
寓
齢
者
居
住
支
援
セ
ン
タ
ー
の

家
賃
侭
務
保
証
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

（
申
し
込
み
が
必
要
・
下
図
参
悪

高
齢
者
の
賃
貸
住
宅
へ
の
入
居
を
支
援

高
齢
者
の
入
居
を
拒
ま
な
い
賃
貸
住
宅
の
情
報
を
提
供
宅
を
お
持
ち
の
大
家
さ
ん
は
、
ぜ
ひ

昨
年
の
ｎ
月
１
日
号
の
広
報
で
お
住
宅
の
登
録
手
続
き
は
、
千
葉
県
ご
登
録
く
だ
さ
い
。

知
ら
せ
し
た
「
高
齢
者
の
居
住
の
安
住
宅
課
で
行
い
ま
す
。

固
県
庁
住
宅
課
云
０
４
３
１
２
２

定
確
保
に
関
す
る
法
律
」
に
基
づ
い
高
齢
者
の
入
居
が
可
能
な
賃
貸
住
３
１
３
２
２
６

子
宮
が
ん
検
診
４
月
か
ら
、
集
団

検
診
は
、
検
診
車
で
の
実
施
に
な
り

ま
す
（
場
所
は
保
健
セ
ン
タ
ー
）

乳
が
ん
検
診
４
月
か
ら
、
釦
歳
以

上
の
方
（
平
成
巧
年
３
月
幻
日
ま
で

に
釦
歳
に
な
る
方
を
含
む
）
を
対
象

子宮がん‘乳が倣診の
集団柵が始まります
50歳以上の方は、4月から乳がん検診で

マンモグラフイ検査も選択できます

に
、
視
診
・
触
診
に
加
え
、
新
た
に

マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
検
査
（
乳
房
の
レ

ン
ト
ゲ
ン
検
査
）
を
開
始
し
ま
す
。

※
視
診
・
触
診
と
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ

検
査
の
ど
ち
ら
か
選
択
に
な
り
ま
す

※
集
団
検
診
は
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
検

査
の
み
を
実
施
し
ま
す
。
ま
た
４
月

か
ら
、
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
検
査
は
個

別
で
も
実
施
し
ま
す

※
釦
歳
以
上
の
方
は
、
乳
が
ん
検
診

（
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
検
査
）
と
子
宮

が
ん
検
診
を
同
日
に
受
診
で
き
ま
す
。

集
団
検
診
日
程
４
月
”
百
・
零
日
．

型
日
・
蛮
日
・
配
日
・
知
日
、
５
月

１
日
・
７
日
・
８
日
．
、
日

場
所
保
健
セ
ン
タ
ー

申
し
込
み
３
月
唱
旦
月
）
午
前
８

時
犯
分
か
ら
、
電
話
で
保
健
セ
ン
タ

ー
壷
７
１
８
７
１
１
１
３
１
へ
（
定

員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
）

◎
子
宮
が
ん
検
診
と
乳
が
ん
検
診
は
、

保証利用希望の際の流れ家さんが
齢者居住支援
ンターに申し込

大
高
セ

配
圏
函
雨
麗
冨
邑

み
Ｌ
で
ｒ

み

里ｴ亙璽

璽皿皿

璽璽璽

’ 入居申し込みの際
家賃債務保証の
申し込み｡保証料
の支払い（注）蕊

B郷司

賃貸借契約
個
別
で
も
受
診
で
き
ま
す
禿
歳
以

上
の
方
）
。
詳
し
く
は
、
４
月
１
日

号
の
広
報
に
折
り
込
む
「
保
健
セ
ン

タ
ー
の
ご
案
内
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い

▼集団検診受診内容（乳がん検診はマンモグラフィのみ）

’
函

’』

た

証
っ

※次の方は費用が無料になります｡①老人医療受給者証をお持ちの方、
②生活保護世帯の方､③世帯全員が市･県民税非課税の方｡③の方は
受診の7日前までに保健センターにご連絡ください
※子宮がん検診は、必要に応じて子宮体部細胞診を実施(別途400円）

場合。6カ月限度）

注)借り主が､月額家賃の35％を､2年間分の保証料
として､高齢者居住支援センターに支払います0マ

２
月
丞
日
に
、
都
市
計
画
マ
ス
タ

ー
プ
ラ
三
案
辰
つ
い
て
、
都
市
計

画
審
議
会
（
会
長
・
大
林
成
行
ざ
ん
）

か
ら
市
長
に
諮
問
案
ど
お
り
答
申
き

れ
ま
し
た
。
（
写
真
）

今
回
答
申
を
受
け
た
案
は
、
こ
れ

ま
で
に
実
施
し
た
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト

な
ど
を
通
じ
て
寄
せ
ら
れ
た
市
民
の

皆
さ
ん
の
意
見
や
市
議
会
か
ら
の
意

平
成
過
年
度
に
介
謹
保
険
料
を
年

金
か
ら
天
引
き
さ
れ
て
い
た
方
は
、

畔
年
度
介
護
保
険
料
の
仮
徴
収
と
し

て
、
卿
年
４
月
・
６
月
・
８
月
の
年

金
か
ら
、
畔
年
２
月
の
保
険
料
と
同

額
を
天
引
き
し
ま
す
。

仮
徴
収
の
目
的
は
、
介
護
保
険
料

が
確
定
し
て
か
ら
納
付
を
始
め
る
と
、

ｍ
月
・
哩
月
・
２
月
の
３
回
で
年
間

保
険
料
を
納
め
る
こ
と
に
な
り
、
１

回
の
負
担
が
大
き
く
な
る
た
め
、
暫

定
的
に
保
険
料
を
徴
収
し
、
年
間
保

険
料
を
６
回
に
分
け
て
納
付
し
て
い

た
だ
く
こ
と
に
よ
り
、
１
回
の
負
担

を
軽
く
す
る
た
め
で
す
。

保
険
料
額
決
定
後
は
、
年
間
保
険

料
か
ら
仮
徴
収
分
（
４
月
・
６
月
．

８
月
）
を
除
い
た
残
り
を
、
、
月
・

哩
月
・
忘
年
２
月
の
３
回
に
分
け
て

年
金
か
ら
天
引
き
し
ま
す
（
表
参
照
）

年
金
か
ら
介
護
保
険
料
の
仮
徴
収
を
行
い
ま
す

今
後
別
年
の
市
の
都
市
整
備
の
基
本
に

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ヱ
案
一
答
申
さ
れ
る

見
を
反
映
き
せ
、
ざ
ら
に
、
平
成
脚

年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
総
合
計
画

と
の
整
合
を
図
っ
て
ま
と
め
ま
し
た
。

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
は
、

都
市
計
画
法
に
基
づ
き
「
我
孫
子
市

の
都
市
計
画
に
関
す
る
基
本
的
な
方

註
と
し
王
蛋
る
も
の
で
す
。
決

定
後
は
、
平
成
越
年
度
か
ら
ス
タ
ー

ト
き
せ
ま
す
。

こ
の
方
針
は
、
市
の
基
本
構
想
に

示
さ
れ
た
将
来
都
市
像
『
手
賀
沼
の

ほ
と
り
心
輝
く
ま
ち
』
～
人
・
鳥
．

文
化
の
ハ
ー
モ
ニ
ー
～
の
実
現
に
向

け
た
都
市
整
備
の
基
本
的
な
考
え
方

を
示
す
も
の
で
、
今
後
、
加
年
の
都

市
づ
く
り
の
基
本
に
な
り
ま
す
。

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
詳
細
は
、
広

報
５
月
１
日
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

圏
都
市
計
画
課
・
内
線
５
７
８

画
介
護
支
援
課
医
療
介
護
係

線
３
１
３
．
４
３
０

仮徴収の説明

｜’仮徴収期間｜｜

|納期’4月’6月’8月’10月
本徴収期間’

’12月’15年2月’
年間の保険料額が決まって
いないので､平成14年2月
の保険料と同額を年金から
天引きします

年間の保険料額が決定しますので、
4．6．8月分の保険料(仮徴収分）
を除いた残りを、3回に分けて10
月･12月・2月分から天引きします

徴収
方法

14年度の介護保険料（年額）※収入により5段階に分かれます

内》

や

’
1

I

文芸だより
9

■
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頓

俳句短歌 文芸だよりは皆さんがつくるコーナーです。締め切
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応募先〒270-1192(住所省略可)市役所広報室

可

山本寛太選 竹内旦選

浬
簾

」

』

わ
ら
い
だ

蘂
し
べ
を
抱
き
て
光
る
薄
氷
川
上
進
也

到
来
の
蚕
ン
ヨ
レ
ヌ
ー
ボ
ー
隷
涯
睦
壁
谷
千
鶴
子

し
ん
じ
こ
か
ん
し
じ
み

宍
道
湖
の
寒
蜆
付
く
老
の
膳
小
林
光
江

し
ゅ
ん
で
い
ひ
と

春
泥
に
遺
跡
掘
る
女
難
儀
か
な
野
口
こ
う

散
り
そ
め
し
梅
に
新
た
な
御
礼
絵
馬
平
塚
利
雄

む

春
雷
に
目
を
剥
き
鯉
の
跳
ね
に
け
り
中
野
武

君
言
の
雪
碆
遍
く
春
鼠
壺
籍

梅
日
」
郡
録
鍵
錘
雪
修
奔
紬
掴
高
橘
喬

ふ
き
と
う
け

庭
隅
に
一
つ
生
え
た
る
蕗
の
蕊
朝
餉
の
汁
に
は
な
て

ば
香
の
立
つ
奥
理
吏
江

成
人
式
の
着
付
を
終
へ
し
孫
娘
に
白
き
羽
毛
の
シ
ョ

ー
ル
か
け
や
る
小
出
礼
子

わ
よ
も
つ
ど

午
後
三
時
餌
付
け
の
時
を
待
ち
侘
び
て
四
方
よ
り
集

ふ
沼
に
雷
む
鳥
小
林
光
江

ね
は
ん
え

釈
尊
の
遡
徳
を
偲
ぶ
浬
樂
会
に
行
き
て
わ
が
身
の
清

浄
祈
る

下
田
繁
樹

春
浅
き
手
賀
沼
の
』
に
舟
も
や
ふ
汚
る
る
と
見
え
ぬ

狸
諒
癖
し
く

東
海
林
課
和

び
わ
か
げ

葉
の
蔭
に
し
づ
か
に
咲
き
し
枇
杷
の
花
あ
は
き
夕
光

集
め
て
白
し

新
藤
道
子

ま
わ

宿
よ
り
の
バ
ス
は
廻
り
て
白
鳥
の
飛
来
の
湖
岸
を
ゆ

っ
く
り
走
る
村
上
道
代

ひ
ぴ
ざ
ん

飛
行
機
の
小
窓
よ
り
見
る
パ
コ
タ
の
灯
眉
山
の
峰
は

浮
き
立
ち
て
見
ゆ
湯
浅
美
重
子

ー‐‐

▼

白
山
地
区
の
人
家

ド
リ
ハ
コ
ベ
を
見
か

ミ
ド
リ
ハ
コ
ベ
は

も
に
ハ
コ
ベ
と
呼
ぱ

の
一
つ
に
数
え
ら
れ

ミ
ド
リ
ハ
コ
ベ
は

大
き
く
、
茎
は
緑
色

な
ど
で
よ
く
見
か
け

一
葦
つ

三
月
か
ら
九
月
頃
で

即
１
２
１
１
１
日
日
日
１
９
Ⅷ
Ｏ
Ｊ
Ｉ
耳
１
１
４
Ⅱ
１
１
１
１
１
弧

’
の
花
垣
で
、
ミ

け
ま
し
た
。

コ
ハ
コ
ベ
と
と

れ
、
春
の
七
草

て
い
ま
す
。

コ
ハ
コ
ベ
よ
り

で
、
道
端
や
畑

ま
す
。
花
期
は

、
五
枚
の
白
い

ミドリハコベ

（なでしこ科）

花
び
ら
は
中
央
が
深
く
切
れ
込
み
、

め

ま
た
雌
し
べ
の
先
も
三
つ
に
分
か
れ

て
い
ま
す
。
ハ
コ
ベ
は
食
用
や
薬
用よ

に
さ
れ
る
ほ
か
、
詩
歌
に
も
多
く
詠

ま
れ
て
い
ま
す
。

「
わ
が
顔
を
雨
後
の
地
面
に
近
づ
け

一
擁
絆
鱸
継
嘱
罐
慧
一
一

り
げ
ん

め

を
愛
で
る
気
持
ち
が
よ
く
分
か
り
ま

辮
雛
蝋
嚥
灘
一

の
創
刊
に
参
加
し
た
人
で
す
。

ま
た
か
っ
て
布
佐
懇
嘆
に
釧
一

鵬
樗
篤
雌
窄
蠅
綱
↑
萱

；

も

は
こ
べ
は
萌
条
蕊
若
草
も
卿
く
に
よ

し
な
し
・
・
・
」
と
詠
っ
て
い
ま
す
。

（
文
・
写
真
佐
久
間
俊
行
）

Ⅱ
譲
っ
て
く
だ
さ
い
Ⅱ

無
料
で
＊
子
ど
も
用
お
も
ち

ゃ
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

村
上
・
水
守
云
７
１
８
５
１
５

２
３
３
）
＊
２
段
（
３
段
）

ベ
ッ
ド
（
梅
沢
壷
７
１
８
７
１

６
１
９
１
）

申
し
込
み
各
連
絡
先
に
直
接

砿
話
し
て
く
だ
さ
い
。

不
用
品
情
報
コ
ー
ナ
ー
へ
の
掲

載
申
し
込
み
遜
話
で
ふ
れ
あ

い
工
房
壷
７
１
８
６
１
５
５
０

０
へ
（
月
曜
日
を
除
く
）

※
掲
載
申
し
込
み
後
に
、
掲
載

し
な
く
て
も
よ
く
な
っ
た
場
合

に
は
、
必
ず
ご
連
綿
く
だ
き
い

不用品

生
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厩馳この広報紙は古紙100％再生紙を使用していますX面と世帯数(3月1日現在)@人口129,233人外国人824人心世帯数48,213世帯

項目

乳がん検診

子宮がん検診(頚部）

乳がん検診と
子宮がん検診(頚部）

対象年齢

50歳以上

30歳以上

50歳以上

受付時間

9時～10時

13時～14時

12時30分～
14時

定員

1日48人

1日75人

1日60人

費用

600円

400円

1000円

第1段階

15,900円

第2段階

23,900円

第3段階

31,900円

第4段階

39,900円

第5段階

47,900円


